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Conversion to citizenship education as practice and substance : 


























































































































理論的・イデオロギー 多元主義 ネオリベラリズム・ 差異化された普遍主
的立場 ニューライト 義
優先課題 変化のマネジメント・ 制度的・ヘゲモニー シティズンシップ.
統合 的再構築 民主主義の再政治化
含意する社会モデル 社会的合意 所有の個人主義 多様性の中の連帯
シティズンシップの 個人の政治的地位 企業家/消費者 集団の社会的実践
構成
民主主義の定義 制度的な参加 市場の自由 継続的な文化的・政
治的プロセス
問題の本質 無関心・アパシー・ 依存文化・市場から 不平等・民主的な欠
「不利益」 の排除 落
戦略・解決策 積極的格差是正・補 競争・消費者の選択・ 先進的再配分・連帯
償的提供 貧困の管理 の政治
コミュニティ開発の 自助の促進・選択的 起業の促進・契約の 政治の政治化・シティ
役割 治療的介入 仲介・監視 ズンシップ活性化
本稿で対応する概念 古典的福祉国家論 ネオリベラリズム 「第三の道」以降
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まにとどまる O その変革にはジ L ンダー・エスニシティ・社会的排除といった課題を、シティ
??
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